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議案審議決算審査特別委員会

ように使われたか？

　　　　　　安易な不能欠損の処理ではな
く、財産調査や分割納入の交渉など、徴収
率の向上には引き続き努力されたい。

税務課

　　　　　　交通弱者に対する施策等を、
早い段階でさらに検討・実施されるよう要望
する。

総務課

　　　　　　学校給食については、さらな
る地産地消の推進に向けて努力されたい。ま
た、給食費の無償化についても検討されたい。

管理課

　　　　　　公営住宅の解体後は、新たに
建て替えるなど、各校区においても公営住宅
を存続させるよう要望する。

建設課

　　　　　　　環境問題全般について相談
しやすい体制づくりと、住民に必要な情報は
すみやかに提供されるよう対応を求める。

環境政策課

　　　　　　　ふるさと納税は、自治体間
競争など厳しい局面も出てくると思われるが、
今後とも鋭意努力されるよう要望する。

商工観光課

　　　　　　　本町の課題である人口減少
対策について、関係課と連携し、さらに踏み
込んだ政策を実施されるよう要望する。

企画政策課

　　　　　　　農振除外や農地転用後、隣
接耕作地へ迷惑が及ばないよう管理の徹底
を地権者に指導するよう要望する。

農業委員会

　　　　　　　草刈り等委託料の取り扱い
については、契約内容の改善も含め、適正
な予算執行となるよう努められたい。

社会教育課

　　　　　　　有害鳥獣捕獲事業補助金に
ついては、近隣市町と足並みを揃えた補助単
価の引き上げを検討されたい。

農林振興課

次年度予算に反映させるよう要望

歳　入

歳　出

　令和４年度一般会計決算における収入済額は、132 億 5,370 万 6,350 円であった。
予算現額に対して収入済額が 101.9％の収入率で、収入は確保されており、予算
の執行において影響はなかったものと判断される。今後も、町税等の納期内納付
を推進するとともに、さらなる納税、納入意欲の高揚に努められたい。また、ふ
るさと納税寄附金及び一般寄附金は、本町の貴重な財源となっていることから、
引き続きリピーターや新規寄附者の獲得に努められたい。

令和４年度 大崎町一般会計・特別会計 歳入歳出決算
（10 月３日から10 月 23 日までの 21日間実施）

認
定
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わたしたちの税金はどの

令和 4 年度一般会計・特別会計の決算状況
項　　目 歳　　入 歳　　出 差　引　額

一　般　会　計 13,253,706,350 12,753,793,120 499,913,230
国民健康保険事業特別会計 1,762,692,459 1,737,255,142 25,437,317
介護保険事業特別会計 1,943,635,554 1,823,691,341 119,944,213
後期高齢者医療特別会計 212,906,908 207,916,180 4,990,728
公共下水道事業特別会計 205,119,058 197,977,600 7,141,458

自主財源
70億8,915万円

（53％）

132億5,371万円132億5,371万円

一般会計
歳　入
一般会計
歳　入

127億5,379万円127億5,379万円

一般会計
歳　出
一般会計
歳　出

地方交付税
29億825万円

（22％）

地方譲与税
9,190万円（1％）

国庫支出金
16億9,354万円（13％）

県支出金
8億1,100万円（6％）

町債
3億180万円（2％）

その他
3億5,808万円（3％）

町で集めるお金
（町税、ふるさと
納税寄附金など）

一定水準の行政サービス
が受けられるように国が
交付するお金

一定の基準により国
から譲与されるお金

災害の復旧に
議会の運営に

庁舎等の維持管理や
全般的な管理事務費に

病気の予防や衛生
的な生活環境に

農林水産業の振興に

児童や高齢者
などの福祉に

学校教育・社会教育に

借金の
返済に

消防・防災に

道路・公園などの整備に

商工業の振興及び観光に

（歳入、歳出内訳の金額及び合計金額は四捨五入）

特定事業のために国
から交付されるお金

特定事業のために県
から交付されるお金

国や銀行から借りるお金 地方消費税交付金、
地方特例交付金など

議会費 
9,187万円（1％）

総務費
15億5,837万円（12％）

民生費
18億100万円（14％）

衛生費
12億8,945万円（10％）

農林水産業費
6億2,476万円（5％）

商工費
45億5,012万円

（36％）

土木費
5億4,814万円（4％）

消防費
2億8,206万円（2％）

教育費
6億1,851万円（5％）

災害復旧費
5億5,579万円（4％）

公債費
8億3,372万円（7％）

（単位：円）

○　おおさき議会だよりNo.1703



補正予算補正予算電
気
料
金
や
ガ
ソ
リ
ン
代
を

助
成

　

保
育
所
・
保
育
園
・
障
害

者
施
設
・
介
護
施
設
・
病
院

な
ど
電
気
料
金
・
ガ
ソ
リ
ン

代
な
ど
の
値
上
が
り
に
対
す

る
国
か
ら
の
助
成
金
。

要
望 

今
後
こ
れ
ら
の
施
設
に
従

事
す
る
職
員
の
、
処
遇
改
善
や
人

材
確
保
の
予
算
な
ど
も
検
討
す
る

よ
う
要
望
し
た
。

大
崎
中
学
校　
　
　
　
　
　

特
別
支
援
教
室
を
増
室

　

令
和
６
年
度
の
中
学
校
入

学
予
定
者
の
う
ち
、
支
援
教

室
希
望
者
の
増
加
が
予
想
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
教
室

の
改
造
・
机
・
イ
ス
・
空
調

設
備
な
ど
の
必
要
経
費
。

　

子
ど
も
の
健
康
増
進
を
は

か
る
た
め
に
、
子
ど
も
が
生

ま
れ
た
日
か
ら
18
歳
に
達
し

た
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の

医
療
費
を
助
成
す
る
た
め
の
補
正
、

予
算
総
額
は
３
４
３
８
万
３
千
円

と
な
る
。

　

今
後
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の

流
行
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
さ
ら

な
る
増
額
補
正
が
考
え
ら
れ
る
。

町
内
で
新
た
な　
　
　
　
　

事
業
を
創は

じ

め
る
方
を
支
援

　

町
内
で
新
規
創
業
者
と
し

て
設
備
投
資
を
し
よ
う
と
す

る
方
を
支
援
す
る
。

総
額
２
９
１
万
９
千
円

質
問 

補
助
金
の
内
容
を
示
せ
。

答
弁 

新
規
創
業
者
の
設
備
に
関

す
る
補
助
で
、
補
助
率
３
分
の
２

で
限
度
額
90
万
円
で
あ
り
２
件
分

を
想
定
し
て
い
る
。

空
き
家
の
あ
る
敷
地
を　
　

　
　
　

更
地
に
す
る
助
成
金

　

空
き
家
な
ど
を
、
解
体
・
撤
去

敷
地
を
更
地
に
要
し
た
経
費
を
補

助
す
る
。
50
万
円
を
増
額
し
、
総

額
１
２
５
万
円
と
す
る
。

質
問 

補
助
対
象
の
要
件
は
。

答
弁 

空
き
家
撤
去
後
の
更
地
に

つ
い
て
速
や
か
に
、
町
の
空
き
家

バ
ン
ク
に
登
録
す
る
か
、
1
年
以

内
に
定
住
住
宅
の
建
設
着
手
す
る

こ
と
が
要
件
で
あ
る
。

立
小
野
ふ
れ
あ
い
館
を
解
体

　

立
小
野
ふ
れ
あ
い
館
・
外

部
ト
イ
レ
の
解
体
及
び
法
面

の
モ
ル
タ
ル
吹
付
工
事
。

蛍
の
里
は
再
生
で
き
る
か

　

災
害
復
旧
工
事
と
し
て
、
下

持
留
地
区
湧
水
池
の
法
面
を
蛇じ

ゃ

篭か
ご

を
使
用
し
た
災
害
復
旧
工
事
。

1,840万5千円154万4千円

191万9千円

210万1千円 1,300万円

460万円

す
で
に
４
千
５
９
８
人
に
助
成

子
ど
も
た
ち
の
病
気
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め笑顔で子どもの内診

利活用されなくなった
ふれあい館蛍の再生が待たれる湧水池
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台
風
６
号
災
害
復
旧
工
事

 　
野
方
（
篠
段
）
地
区
の

水
路
２
路
線
・
道
路
１
路
線

の
他
、
台
風
６
号
等
に
よ
る

災
害
箇
所
の
復
旧
工
事
予
算　

台
風
６
号
に
よ
る
被
害
総
額

は
８
３
０
７
万
２
千
円
（
１
月
末

現
在
）
と
な
る
見
込
み
。

水
道
事
業
補
正
予
算

　

倉
元
中
継
ポ
ン
プ
場
・
中

山
第
一
水
源
地
の
機
器
の
修

繕
費
・
軽
自
動
車
の
購
入
費
。

質
問 

機
器
の
修
繕
費
と
の
こ
と

だ
が
、
故
障
の
原
因
を
示
せ
。

答
弁 

7
月
8
月
の
落
雷
発
生
に

伴
う
も
の
と
判
断
さ
れ
、
現
在
、

保
険
会
社
に
よ
る
損
害
保
険
の
審

査
中
で
あ
る
。

要
望 

落
雷
被
害
に
対
す
る
安
全

対
策
と
し
て
、
主
要
水
源
地
に
、

避
雷
針
の
設
置
を
要
望
す
る
。

　

予
算
か
ら
４
８
９
万
４
千

円
を
減
額
し
、
４
０
０
万
９

千
円
で
西
三
文
字
地
区
マ
ン

ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
場
工
事
着
手
。

質
問 

マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
場
の

概
要
を
示
せ
。

答
弁 

豪
雨
、
浸
水
な
ど
に
よ
る

停
電
発
生
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

高
い
基
礎
と
発
電
機
の
常
設
設
置
。

5,545万8千円

339万6千円

台風 6号による水路崩落箇所

公
共
下
水
道
事
業
予
算

国
県
支
出
金
２
５
０
万
円
、
下
水
使

用
料
金
、
２
３
９
万
４
千
円
、
合
計

４
８
９
万
４
千
円
を
減
額

489万4千円減額

12月議会定例会　議決結果
議案等 
の番号 件　　　名 議決結果 採決状況

認定第１号 令和４年度大崎町一般会計歳入歳出決算認定について 認定 全員賛成
認定第２号 令和４年度大崎町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定 全員賛成
認定第３号 令和４年度大崎町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認定 全員賛成
認定第４号 令和４年度大崎町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定 全員賛成
認定第５号 令和４年度大崎町水道事業会計決算認定について 認定 全員賛成
認定第６号 令和４年度大崎町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定 全員賛成
議案第36号 令和４年度大崎町水道事業剰余金の処分について 可決 全員賛成

議案第37号 大崎町立小野ふれあい館の設置及び管理に関する条例を廃止する
条例の制定について 原案可決 全員賛成

議案第38号 大崎町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 全員賛成
議案第39号 大崎町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 全員賛成

議案第40号 大崎町町長等の給与等に関する条例及び大崎町議会議員の報酬及
び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 全員賛成

議案第41号 令和５年度大崎町一般会計補正予算（第６号） 原案可決 全員賛成
議案第42号 令和５年度大崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決 全員賛成
議案第43号 令和５年度大崎町水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決 全員賛成
議案第44号 令和５年度大崎町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決 全員賛成
議案第45号 大崎町債権管理条例の制定について 修正可決 全員賛成
議案第46号 大崎町公共下水道事業の設置等に関する条例の制定について 原案可決 全員賛成
議案第47号 大崎町公共下水道事業の剰余金の処分等に関する条例の制定について 原案可決 全員賛成

議案第48号 大崎町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例の
制定について 原案可決 全員賛成

議案第49号 令和５年度大崎町一般会計補正予算（第５号） 原案可決 全員賛成
請願第１号 町民原口アヤ子さんを慰労する決議を求める請願書 不採択 -
同意第15号 教育委員会教育長の任命について 同意 -

教
育
委
員
会
教
育
長
に
、
次
の
方
を
同
意
い
た
し
ま
し
た
。

住
所　

大
崎
町
横
瀬

氏
名　

穗
園　

正
幸 

氏
（
62
歳
）

人 事 案 件

○　おおさき議会だよりNo.1705



議案審議12 月定例会
条
例
関
係

子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
の
条
例
改
正

大
崎
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

原
案
可
決

　

こ
の
条
例
は
、
全
世
代
対
応
型

の
社
会
保
障
制
度
を
構
築
す
る
た

め
の
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
を
伴
う
関
係

政
省
令
の
交
付
に
よ
り
、
子
育
て

世
帯
の
負
担
軽
減
の
観
点
か
ら
出

産
し
た
被
保
険
者
等
に
係
る
国
民

健
康
保
険
税
の
免
除
措
置
が
講
じ

ら
れ
た
た
め
、
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の一部
を
改
正
す
る
も
の
で
あ

る
。

議
会
の
監
視
機
能
を
高
め
る
た

め
の
修※※

正
可
決

大
崎
町
債
権
管
理
条
例
の
制
定
　
　

修
正
可
決

　

こ
の
条
例
は
、
町
の
債
権
管
理

に
関
す
る
事
務
処
理
に
つ
い
て
必

要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、

町
の
債
権
の
適
正
な
管
理
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ

る
。

　

審
議
の
過
程
に
お
い
て
、
委
員

か
ら
各
議
員
間
の
討
議
に
お
い
て
、

町
議
会
の
関
与
の
必
要
性
、
ま
た

そ
の
部
分
が
欠
如
し
て
い
る
と
の

意
見
が
出
さ
れ
た
こ
と
や
、
議
員

と
し
て
の
職
務
が
果
た
さ
れ
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
る
と
議
会
不
要
論

と
い
う
こ
と
に
も
発
展
し
か
ね
な
い

状
況
が
生
ず
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
本
議
案
に
対
す
る
修
正
案

が
中
山
美
幸
委
員
か
ら
提
出
さ
れ

た
。

　

修
正
内
容
は
、
第
13
条
第
2

項
を
「
町
長
は
、
町
の
債
権
を
放

棄
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
法
第

96
条
第
1
項
第
10
号
の
規
定
に
よ

り
、
議
会
の
議
決
を
得
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」に
改
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

修
正
案
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
こ
れ
を
本
案
と
併
せ
て
議
題

と
し
、
ま
ず
、
修
正
案
に
つい
て
採

決
を
行
い
、
起
立
多
数
で
可
決
さ

れ
た
。

　

続
い
て
、
修
正
可
決
し
た
部
分

を
除
く
原
案
に
つ
い
て
、
採
決
を

行
っ
た
結
果
、
可
決
す
べ
き
も
の
と

全
出
席
委
員
の
意
見
が
一
致
し
た
。

※�

修
正
可
決
と
は
、
原
案
を
一
部
修
正

し
て
可
決
す
る
こ
と
。

町
の
公
衆
衛
生
の
向
上
の
た
め

の
条
例
制
定

大
崎
町
公
共
下
水
道
事
業
の
設
置

等
に
関
す
る
条
例
制
定　

原
案
可
決

　

こ
の
条
例
は
、
公
衆
衛
生
の
向

上
に
寄
与
し
、
水
質
の
保
全
に
資

す
る
た
め
、
地
方
公
営
企
業
法
第

4
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
共
下

水
道
事
業
の
設
置
、
法
の
財
務
規

程
の
適
用
、
経
営
の
基
本
な
ど
を

定
め
る
も
の
で
あ
る
。

水
道
事
業
処
理
の
効
率
化
の
た

め
の
条
例
制
定

大
崎
町
公
共
下
水
道
事
業
の
剰
余
金

の
処
分
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　
原
案
可
決

　

こ
の
条
例
は
、
地
方
公
営
企
業

法
第
32
条
の
規
定
に
よ
り
、
剰
余

金
の
処
分
に
つい
て
、
事
業
年
度
に

発
生
す
る
処
理
の
効
率
化
を
考
慮

し
提
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

議案審議の様子
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議案審議12月定例会
請
願
者
　
　
髙
谷
　
秀
男
　
氏

紹
介
議
員
　
平
田
　
慎
一
　
議
員

　
　
　
　
　
草
原
　
正
和
　
議
員

　
　
　
　
　
藤
田
　
香
澄
　
議
員

趣
　
旨

　

こ
の
請
願
書
は
、
ひ
と
え
に
、
人

道
的
見
地
か
ら
96
歳
と
い
う
高
齢
の

原
口
ア
ヤ
子
さ
ん
を
慰
労
す
る
決
議

を
町
議
会
に
対
し
求
め
る
も
の
で
あ

る
。

　

最
大
の
特
徴
は
、大
崎
事
件
と
そ

の
後
の
訴
訟
、
再
審
請
求
に
一
切
触

れ
て
い
な
い
こ
と
で
、
大
崎
町
の
同
胞

と
し
て
、
床
に
伏
せ
る
高
齢
者
に
対

し
て
い
た
わ
り
を
示
す
文
面
で
あ
る
。

　

大
崎
町
議
会
基
本
条
例
は
、
大

崎
町
民
の
福
祉
向
上
と
豊
か
な
ま

ち
作
り
実
現
、
こ
れ
を
議
会
の
目
標

と
し
て
掲
げ
て
い
る
。

　

人
道
を
わ
き
ま
え
た
、
町
民
福

祉
と
心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
に
資
す

る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

討
　
論

　
本
会
議
に
お
い
て
各
議
員
が
、

賛
成
、
反
対
の
意
見
を
述
べ
、
そ

れ
ぞ
れ
賛
同
を
求
め
ま
し
た
。

藤
田
　
香
澄
　
議
員

賛
成
討
論
（
抜
粋
）

　

議
会
は
町
民
の
一
般
的
な
意
思

だ
け
で
な
く
、
同
時
に
地
域
の
意

思
も
代
弁
す
る
立
場
に
あ
り
、
原

口
様
や
周
り
の
方
々
が
乗
り
越
え

ら
れ
て
き
た
ご
苦
労
に
気
持
ち
を

示
す
こ
と
が
議
会
と
し
て
の
役
割

だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

請
願
趣
旨
で
は
慰
労
の
形
式
は

問
わ
ず
、
本
人
に
ご
負
担
の
な
い

方
法
で
慰
労
を
行
う
こ
と
も
で
き

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

稲
留
　
光
晴
　
議
員

反
対
討
論
（
抜
粋
）

　

私
た
ち
支
援
者
の
願
い
は
原
口

ア
ヤ
子
さ
ん
が
44
年
間
、
口
で
は

言
い
表
せ
な
い
屈
辱
、
恐
怖
、
悲

し
み
に
耐
え
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら

解
放
さ
せ
て
あ
げ
る
こ
と
だ
け
な
の

で
す
。

　

最
高
裁
判
所
が
再
審
開
始
を
決

定
し
、
無
罪
判
決
を
言
い
渡
し
原

口
ア
ヤ
子
さ
ん
が
普
通
の
人
間
と

し
て
安
心
し
て
上
を
向
い
て
生
き

ら
れ
る
こ
と
に
つ
き
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
諦
め
ず
支
援
を
続
け
て
ま

い
り
ま
す
。
冤え

ん

罪ざ
い

は
、
いつ
誰
が
な

る
か
分
か
ら
な
い

の
で
す
。

平
田
　
慎
一
　
議
員

賛
成
討
論
（
抜
粋
）

　

人
道
的
見
地
か
ら
96
歳
と
い
う

高
齢
の
原
口
ア
ヤ
子
さ
ん
を
慰
労

す
る
た
め
の
決
議
で
あ
り
、
大
崎

事
件
と
そ
の
後
の
訴
訟
、
再
審
請

求
に
一
切
触
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

同
胞
と
し
て
、
床
に
伏
せ
る
高

齢
者
に
対
し
て
い
た
わ
り
を
示
す

請
願
で
、
人
道
を
わ
き
ま
え
た
慰

労
は
町
民
福
祉
と
心
豊
か
な
町
づ

く
り
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

中
倉
　
広
文
　
議
員

反
対
討
論
（
抜
粋
）

　

請
願
者
、
そ
し
て
、
関
係
者
の

ご
心
情
は
十
分
お
察
し
い
た
し
ま

す
が
、
住
民
の
代
表
で
あ
る
べ
き

議
会
が
、
本
町
住
民
の
意
向
も
十

分
に
確
認
で
き
て
い
な
い
中
、ま
た
、

対
象
者
に
係
る
こ
れ
ま
で
の一
連
の

出
来
事
に
つ
い
て
、
何
も
判
断
材

料
を
持
た
な
い
私
ど
も
自
治
体
議

会
が
、
請
願
趣
旨
の
よ
う
な
言
及

や
態
度
を
表
明
す
べ
き
で
は
な
い
と

考
え
ま
す
。

町
民
原
口
ア
ヤ
子
さ
ん
を
慰
労
す
る
決
議
を
求
め
る
請
願
書

不
採
択

討論の動画

討論の動画

討論の動画討論の動画
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稲
いな

　留
どめ

　光
みつ

　晴
はる

　議員
・介護保険について
・本町基幹産業の支援策について
・インボイス発行事業者について

児
こ

　玉
だま

　孝
たか

　德
のり

　議員
・人口減少問題について
・子どもの居場所について

岡
おか

　元
もと

　修
しゅう

　一
いち

　議員
・買物弱者対策について
・鳥獣被害対策について

中
なか

　倉
くら

　広
ひろ

　文
ふみ

　議員
・ふるさと納税制度における今後の取り組みは
・水道事業の課題と対策を示せ

草
くさ

　原
はら

　正
まさ

　和
かず

　議員
・有害鳥獣対策について

平
ひら

　田
た

　慎
しん

　一
いち

　議員
・教育行政について（幼児教育を含む）
・ふるさと納税の現況及び今後の方針について
 （企業版ふるさと納税を含む）

藤
ふじ

　田
た

　香
か

　澄
すみ

　議員
・グリーン購入法及び環境配慮契約法に
 沿った取り組みについて
・本町職員の働き方改革について

一  般  質  問一  般  質  問 ７
議
員
が
登
壇

 
町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

一般質問とは
　町長などの執行機関に
対し、業務の執行状況や
将来の方針などについて
議員個人として政策論争
を行うものです。

二次元コード※をスマ
ホ等で読み込むと各
議員の一般質問を視
聴できます。
※�バーコードを拡張するた
めに開発された二次元
コードは、端末を使って
簡単にコードを読み取る
ことができます。

問い合せ先：大崎町議会事務局　TEL ０９９－４７６－１１１１（内線　310・311）

Ｐ15

Ｐ14

Ｐ13

Ｐ12

Ｐ11

Ｐ10

Ｐ９
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問 

介
護
保
険
制
度
は
今
年

で
23
年
目
と
な
り
、
こ
の

間
、
保
険
料
の
上
昇
と
利
用

者
負
担
増
が
繰
り
返
さ
れ
て

き
た
。
保
険
料
は
引
き
上
げ

ず
に
現
状
維
持
を
求
め
る
。

　

令
和
６
年
度
よ
り
第
９
期

と
な
る
が
、
進
捗
状
況
は
ど

う
か
。

実
態
調
査
と
サ
ー
ビ
ス
料　

試
算
よ
り
保
険
料
を
試
算

答 

保
健
福
祉
課
長　

計
画

策
定
委
員
会
を
２
回
行
っ
て

お
り
、
本
町
の
高
齢
者
状
況

の
実
態
調
査
と
国
か
ら
の
施

策
の
説
明
と
サ
ー
ビ
ス
の
状

況
を
説
明
し
、
次
回
以
降
に

サ
ー
ビ
ス
料
試
算
に
基
づ
い

て
保
険
料
の
試
算
を
し
て
い

く
。

介
護
保
険
特
別
会
計
決
算

と
繰
越
額
の
推
移
は

問 

第
１
期
と
第
８
期
と
の

繰
越
額
の
推
移
は
。

３
年
度
は
基
金
に
１
億
５
０
　

０
０
万
円
繰
入
れ
て
い
る

答 

町
長　
３
年
度
は
基
金
に

１
億
５
０
０
０
万
円
繰
入
し
、

繰
越
額
は
１
億
１
０
４
３
万

９
０
３
円
と
な
っ
て
い
る
。

３
年
度
は
繰
入
、繰
越
額
が
増

え
て
い
る
。返
金
す
べ
き
で
は

問 

基
金
と
か
繰
越
額
は
取

り
す
ぎ
な
の
で
被
保
険
者
に

返
金
す
べ
き
で
は
な
い
の

か
。

介
護
保
険
料
の
負
担
を
抑
え

る
目
的
で
基
金
を
設
け
た

答 

町
長　

基
金
繰
入
れ
額

を
令
和
３
年
度
よ
り
設
け
て

い
る
が
、
で
き
る
だ
け
介
護

保
険
料
の
負
担
額
を
抑
え
ら

れ
る
よ
う
に
基
金
を
設
け
た
。

滞
納
者
の
状
況
は

問 

滞
納
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の

所
得
段
階
と
そ
の
人
数
は
何

人
か
。

60
人
で
滞
納
額
現
年
度　

１
２
５
万
５
０
２
０
円

答 

町
長　

滞
納
者
は
60
人

で
、
滞
納
額
が
現
年
度
分
１

２
５
万
５
０
２
０
円
、
滞
納

繰
越
分
89
万
６
１
０
円
で
合

計
２
１
４
万
５
６
３
０
円
で

あ
る
。

第
３
段
階
ま
で
軽
減
措
置
が
あ

る
。滞
納
者
が
多
い
理
由
は

問 

第
３
段
階
ま
で
は
軽
減

措
置
が
あ
る
の
に
、
滞
納
者

が
多
く
、
６
割
も
占
め
て
い

る
。
そ
の
原
因
は
何
か
。

低
所
得
が
主
な
原
因
で
あ
る

答 

町
長　

低
所
得
者
の
人

が
増
え
て
納
付
困
難
と
理
解

で
き
る
。
国
の
方
針
は
現
在

の
９
段
階
を
ど
こ
ま
で
上
げ

て
い
く
の
か
。
高
所
得
の
負

担
層
を
増
や
し
て
、
低
所
得

者
層
の
負
担
を
で
き
る
だ
け

緩
和
し
て
い
く
方
針
と
思
わ

れ
る
。

介
護
保
険
９
期
計
画
の
進
捗
状
況
は

実
態
調
査
に
よ
り
保
険
料
試
算

第８期（R3 ～ R5） 滞納者人数
（
介
護
保
険
評
価
基
準
表
）

月額（円）年額（円）R４の実績
第1段階 0.50 3,350 40,200 26 人
第2段階 0.75 5,025 60,300 7 人
第3段階 0.75 5,025 60,300 5 人
第4段階 0.90 6,030 72,360 5 人
第5段階 1.00 6,700 80,400 2 人
第6段階 1.20 8,040 96,480 10 人
第7段階 1.30 8,710 104,520 2 人
第8段階 1.50 10,050 120,600 1 人
第9段階 1.70 11,390 136,680 2 人

介護保険特別会計　決算による繰越金の推移
第８期 第１期

R３ R４ R５ H12 H13 H14
歳入 2,050,974,687 1,943,635,554 歳入 1,024,962,371 1,222,194,237 1,277,174,703

歳出 1,790,543,757 1,823,691,341 歳出 969,746,110 1,190,163,306 1,228,046,956

差引額 260,430,930 119,944,213 差引額 55,216,261 32,030,931 49,127,747

基金繰入額 150,000,000 基金繰入額

翌年度繰越額 110,430,930 119,944,213 翌年度繰越額 55,216,261 32,030,931 49,127,747

稲留　光晴 議員

（単位：円）
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問 

少
子
高
齢
化
に
よ
る
行

事
参
加
者
の
減
少
、
役
員
の

担
い
手
不
足
な
ど
に
よ
り
、

自
治
公
民
館
未
加
入
者
が
増

え
て
い
る
現
在
、
町
民
が
主

体
と
な
る
地
域
づ
く
り
を
目

的
と
し
た
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協
議
会
」
を
設
置
し
、

幅
広
い
団
体
の
参
加
の
も

と
、
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
が
ど

う
か
。

協
議
し
勉
強
し
て
い
く

答 

町
長　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協
議
会
は
、
必
要
だ
と

思
う
。
今
後
は
、
自
治
組
織

や
協
議
会
の
在
り
方
に
つ
い

て
、
地
域
や
団
体
と
協
議

し
、
研
究
を
進
め
勉
強
し
て

い
く
。

空
き
家
バ
ン
ク
を
民
間
と

提
携
し
リ※※

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

問 

本
町
の
空
き
家
バ
ン
ク

は
魅
力
あ
る
物
件
が
少
な
く

感
じ
る
。
民
間
の
不
動
産
と

提
携
し
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し

て
魅
力
あ
る
物
件
を
増
や
し

て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

持
ち
主
と
交
渉
し
努
力
す
る

答 

町
長　

現
在
、
空
き
家

調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
持
ち
主
と

交
渉
し
、
取
り
組
む
よ
う
努

力
し
て
い
く
。

子
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
へ

の
取
り
組
み
は

問 

こ
ど
も
家
庭
庁
が
発
足

し
た
。
子
ど
も
ま
ん
な
か
社

会
の
実
現
に
向
け
て
、
子
ど

も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
た

め
に
必
要
な
環
境
の
整
備
を

行
う
機
関
で
あ
る
が
、
本
町

の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

応
援
サ
ポ
ー
タ
ー
の
就
任

を
宣
言
し
た

答 

町
長　

子
ど
も
ま
ん
な

か
応
援
サ
ポ
ー
タ
ー
の
就
任

を
宣
言
し
た
。
子
ど
も
た
ち

が
健
や
か
で
幸
せ
に
成
長
で

き
る
社
会
を
実
現
す
る
趣
旨

に
賛
同
し
て
も
ら
え
る
よ
う

周
知
し
て
い
く
。

18
歳
未
満
な
ら
自
由
に
集

ま
れ
る
児
童
館
の
設
置
を

問 

高
校
生
や
中
学
生
が
集

ま
れ
る
場
所
が
な
い
。
勉
強

す
る
た
め
の
場
だ
け
で
な

く
、
趣
味
や
遊
び
、
自
由
に

友
達
と
お
し
ゃ
べ
り
す
る
場

所
を
つ
く
っ
て
も
ら
え
な
い

か
と
い
う
声
が
あ
る
。

　

児
童
館
は
18
歳
未
満
の
子

ど
も
が
誰
で
も
自
由
に
通
え

る
場
所
と
さ
れ
て
い
る
。
設

置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

既
存
施
設
の
活
用
を
考
え
る

答 

町
長　

図
書
館
等
を
整

備
し
、
方
向
性
を
捉
え
る
こ

と
は
で
き
る
か
と
思
う
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

な
ら
役
目
を
果
た
せ
る
が

問 

各
校
区
に
こ
の
よ
う
な

場
所
が
で
き
れ
ば
と
思
う

が
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会
が
で
き
れ
ば
、
こ
の
よ

う
な
場
所
に
な
る
の
で
は
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

総
合
的
に
検
証
し
判
断
す
る

答 

町
長　

子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
様
々
な
思
い
の
集

合
体
と
な
る
の
で
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
と
い
っ

た
中
で
十
分
に
機
能
す
る
よ

う
に
、
主
体
的
な
活
動
は
ど

う
い
う
も
の
な
の
か
と
い
う

こ
と
も
考
え
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
く
。

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
協
議
会
の
考
え
は

地
域
や
団
体
と
協
議
し
進
め
る

視察した採銅所地域コミュニティ協議会

子どもまんなか応援サポーター就任宣言

児玉　孝德 議員

※
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
既
存
の

建
物
に
対
し
て
新
た
な
機
能
や
価

値
を
付
け
加
え
る
改
装
工
事
の
こ

と
。
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問 

買
物
環
境
悪
化
か
ら
引

き
こ
も
り
や
健
康
障
害
等
に

よ
る
医
療
の
増
加
も
考
え
ら

れ
る
が
重
要
度
を
ど
う
考
え

る
か
。

大
変
重
要
で
あ
る
と
認
識

答 

町
長　

高
齢
者
や
障
が

い
を
持
つ
方
が
想
定
さ
れ

る
。
円
滑
な
日
常
生
活
の
た

め
の
潜
在
的
ニ
ー
ズ
の
把
握

に
努
め
支
援
策
の
検
討
を
続

け
る
。

「
と
く
し
丸
」
式
移
動
販
売

シ
ス
テ
ム
の
感
想
は

問 

困
難
解
消
に
地
元
業
種
、

地
元
人
材
が
対
応
す
る
「
と

く
し
丸
」
方
式
に
つ
い
て
の

感
想
は
。

地
域
内
循
環
の
良
き
モ
デ
ル

答 
町
長　

人
材
を
含
め
、

資
源
や
経
済
が
地
域
の
中
で

循
環
し
な
が
ら
価
値
を
形
成

す
る
良
い
モ
デ
ル
で
あ
る
。

新
規
起
業
対
応
の
補
助
金
は

問 

こ
の
事
業
で
新
規
に
車

両
購
入
し
て
起
業
す
る
場
合

の
補
助
金
及
び
内
容
は
。　

新
規
創
業・起
業
支
援
補
助

金
制
度
を
設
置

答 

町
長　

補
助
率
は
３
分

の
２
で
限
度
額
90
万
円
で
あ

る
。

　

な
お
、車
両
に
関
し
て
は
、

購
入
の
み
対
象
で
リ
ー
ス
契

約
に
は
対
応
し
て
い
な
い
。

運
営
費
補
助
を
拡
充
す
べ
き

問 

住
む
場
所
に
関
係
な
く

サ
ー
ビ
ス
を
行
き
届
か
せ
る

事
と
持
続
可
能
な
仕
事
と
す

る
た
め
に
、
補
助
制
度
の
拡

充
を
は
か
る
べ
き
で
あ
る
。

慎
重
に
判
断
す
る

答 

町
長　

既
存
事
業
と
の

兼
ね
合
い
や
公
平
性
を
考
慮

す
る
必
要
が
あ
る
。

近
年
の
イ
ノ
シ
シ
の
出
没

状
況
を
ど
う
捉
え
る
か

問 

住
宅
地
周
辺
で
も
確
認

さ
れ
て
住
民
が
怪
我
を
負
う

恐
れ
も
あ
る
が
現
状
を
ど
う

考
え
る
か
。

年
々
増
加
し
て
い
る

答 

町
長　

町
内
全
域
で
出

没
し
増
加
傾
向
に
あ
る
。

近
年
の
捕
獲
実
績
と
対
価
は

問 

出
没
頭
数
増
加
で
の
捕

獲
実
績
及
び
対
価
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

令
和
４
年
度
実
績
は

答 

農
林
振
興
課
長　

令
和

４
年
度
実
績
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

防
護
対
策
補
助
金
は

問 

防
護
対
策
補
助
金
の
内

容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

電
気
柵
等
設
置
事
業
補
助
金

が
あ
る

答 

町
長　

設
置
経
費
の
３

分
の
１
、
限
度
額
６
万
円
で

あ
る
。
今
年
度
よ
り
限
度
額

を
３
万
円
か
ら
６
万
円
に
引

き
上
げ
た
。

補
助
率
の
引
き
上
げ
と
電

気
柵
貸
与
は
で
き
な
い
か

問 

さ
ら
な
る
補
助
率
の
引

き
上
げ
と
と
も
に
、
電
気
柵

貸
与
に
よ
り
広
範
囲
で
の
防

護
対
策
に
結
び
つ
け
ら
れ
な

い
か
。

補
助
率
や
限
度
額
に
つ
い
て

は
検
討
し
て
い
く

答 

町
長　

貸
与
に
関
し
て

は
管
理
が
難
し
く
、
現
在
の

と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

買
物
弱
者
支
援
の
認
識
と
方
策
は

重
要
と
捉
え
探
求
し
て
い
く

令和 4 年度実績 （行政データを基に本人作成）
大崎町猟友会

22 名 捕獲数 野方猟友会
20 名 捕獲数

イノシシ成獣 29 イノシシ成獣 109
イノシシ幼獣 7 イノシシ幼獣 12

タヌキ 25 タヌキ 25
アナグマ 25 アナグマ 23

捕獲補助金　694,400円 捕獲補助金  　1,671,200円
報奨金・国県町合算 イノシシ成獣  　12,000円

イノシシ幼獣　6,000円 タヌキ・アナグマ   4,400円

とくし丸車両

※�

他
に
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
補

助
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た

岡元　修一 議員
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問 

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

を
寄
附
金
収
入
か
ら
一
般
財

源
と
す
る
案
が
財
務
省
財
政

制
度
分
科
会
で
出
さ
れ
た
。

　

一
般
財
源
化
へ
の
移
行
が

な
さ
れ
る
と
多
大
な
影
響
が

免
れ
な
い
が
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
か
。

情
報
収
集
に
努
め
て
い
る

答 

町
長　

普
通
交
付
税
が

減
少
す
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、

町
と
し
て
も
危
機
感
を
感
じ
、

県
町
村
会
や
国
会
議
員
を
通

じ
、
情
報
収
集
に
努
め
て
い

る
。

基
金
を
さ
ら
に
活
用
す
べ
き

問 

本
町
の
ふ
る
さ
と
応
援

基
金
は
現
在
、
約
57
億
５
０

０
０
万
円
で
あ
る
。

　

地
方
自
治
体
は
基
金
を
積

み
増
す
一
方
、
ふ
る
さ
と
納

税
に
伴
う
自
治
体
の
税
収
減

の
穴
埋
め
に
、
国
の
歳
出
は

増
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
国

の
懸
念
を
払
拭
す
る
た
め
に

も
、
現
在
抱
え
て
い
る
課
題

に
対
し
、
こ
の
基
金
を
さ
ら

に
活
用
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

医
療
介
護
や
産
業
支
援
に
も 

　
活
用
し
て
い
く

答 

町
長　

現
在
、
主
に
４

分
野
で
活
用
し
て
い
る
が
、

本
町
は
医
療
・
介
護
施
設
が

不
足
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

医
師
の
公
募
に
か
か
る
支
援

や
介
護
・
福
祉
施
設
の
整
備
、

運
営
の
支
援
な
ど
、
住
民
の

福
祉
向
上
と
地
域
経
済
や
雇

用
の
促
進
な
ど
に
も
活
用
し

て
い
く
。

水
道
事
業
に
お
け
る　
　

　
近
年
の
推
移
は

問 

水
道
は
住
民
の
方
々
に

と
っ
て
と
て
も
重
要
な
施
設

で
あ
る
。
水
道
事
業
に
か
か

る
近
年
の
推
移
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

緩
や
か
な
減
少
傾
向
で
あ
る

答 

水
道
課
長　

令
和
２
年

度
に
は
一
時
持
ち
直
し
た
時

期
も
あ
っ
た
が
、
現
状
は
す

べ
て
の
項
目
に
お
い
て
緩
や

か
に
減
少
傾
向
で
あ
る
。

課
題
を
ど
の
よ
う
に　
　

　
捉
え
て
い
る
か

問 
現
在
、
把
握
し
て
い
る

課
題
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
か
。

財
源
や
技
術
者
の
確
保
が

　
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る

答 

水
道
課
長　

施
設
更
新

は
単
年
度
予
算
で
は
限
度
が

あ
る
。
修
繕
も
予
防
保
全
を

基
本
に
、
大
規
模
な
修
繕
を

回
避
で
き
る
よ
う
努
力
し
て

い
る
。
ま
た
、
人
員
の
問
題

も
深
刻
で
あ
り
、
若
手
の
技

術
者
離
れ
も
進
ん
で
い
る
状

況
で
あ
る
。

施
設
更
新
等
を
早
急
に　

　
進
め
る
べ
き

問 

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
な

ど
を
活
用
し
、
水
道
事
業
に

か
か
る
施
設
整
備
を
早
急
に

進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

新
計
画
に
基
づ
き
繰
出
金
の

　
増
額
で
対
応
し
て
い
く

答 

町
長　

令
和
６
年
度
策

定
予
定
の
新
た
な
計
画
に
基

づ
き
、
繰
り
出
し
金
の
増
額

な
ど
を
実
施
し
、
早
急
に
対

応
し
て
い
く
。

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
お
け
る

今
後
の
取
り
組
み
は

医
療
介
護
や
産
業
支
援
に
も

基
金
を
活
用
し
て
い
く

寄附者による活用先の意向
（行政データを基に本人作成）

町長が必要と認める施策 44.8％

子育て・教育施策 33.0％

環境施策 14.8％

にぎわいづくり施策 3.9％

観光・スポーツ施策 3.5％

水道事業に係る近年の推移

年度 給水人口
（人）

給水戸数
（戸）

配水量
（ｔ）

有収率
（％）

平成30年 13,140 7,116 1,508,862 90.45

令和元年 12,786 6,375 1,550,941 82.98

令和 2 年 12,614 6,366 1,541,258 83.93

令和 3 年 12,267 6,282 1,557,825 80.71

令和 4 年 12,148 6,200 1,528,726 80.60

中倉　広文 議員
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問 

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作

物
の
被
害
額
、
ま
た
イ
ノ
シ

シ
以
外
の
鳥
獣
別
被
害
額
、

農
作
物
以
外
の
被
害
状
況
を

示
せ
。

イ
ノ
シ
シ
被
害
が
約
半
分

答 

町
長　

令
和
４
年
度
の

農
作
物
被
害
額
は
１
９
９
万

９
０
０
０
円
で
あ
る
。

農
林
振
興
課
長　
カ
ラ
ス
被

害
が
22
万
４
０
０
０
円
。
ヒ
ヨ

ド
リ
被
害
が
81
万
６
０
０
０

円
。
農
作
物
以
外
の
被
害
は

把
握
し
て
い
な
い
。

農
作
物
以
外
に
も
被
害
多
数

問 

農
作
物
以
外
に
も
、
タ

ヌ
キ
の
疥か

い

癬せ
ん

症し
ょ
う

が
肉
用
牛
に

う
つ
っ
た
り
、
カ
ラ
ス
に
よ

る
農
機
具
の
部
品
（
光
る
も

の
）
等
の
持
ち
去
り
被
害
が

あ
る
が
、
被
害
額
を
ど
の
よ

う
に
把
握
し
、
認
識
し
て
い

る
か
示
せ
。

農
業
者
へ
の
調
査
が
重
要

答 

農
林
振
興
課
長　

農
業

共
済
の
申
請
を
も
と
に
把
握

し
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
確

認
も
実
施
し
て
い
る
。

　

今
後
も
、
被
害
の
現
状
を

把
握
す
る
た
め
ア
ン
ケ
ー
ト

や
調
査
を
行
っ
て
い
く
。

行
政
は
何
を
し
て
い
る

問 

本
町
と
し
て
、
有
害
鳥

獣
対
策
の
取
り
組
み
内
容
と

取
組
み
時
間
、
経
費
等
を
示

せ
。

職
員
が
イ
ノ
シ
シ
駆
除
実
施

答 

農
林
振
興
課
長　

箱は
こ

罠わ
な

を
17
基
所
有
し
、
す
べ
て
設

置
し
て
１
日
４
時
間
週
２
回

程
度
巡
回
し
て
い
る
。
令
和

４
年
度
は
イ
ノ
シ
シ
成
獣
を

19
頭
捕
獲
駆
除
し
て
い
る
。

箱
罠
は
１
基
9
万
６
０
０
０

円
で
あ
る
。

捕
獲
従
事
者
を
増
や
せ

問 

箱
罠
の
購
入
費
、
巡
回

の
ガ
ソ
リ
ン
代
、
巡
回
に
係

る
時
間
等
を
考
え
る
と
捕
獲

従
事
者
は
減
少
の
一
途
で
あ

る
。
捕
獲
従
事
者
が
増
え
る

よ
う
な
施
策
を
検
討
で
き
な

い
か
。

指
導
及
び
人
材
育
成
が
必
要

答 

町
長　

被
害
に
対
す
る

防
除
、
防
止
意
識
の
高
い

方
々
を
対
象
に
研
修
会
を
考

え
た
り
、
担
い
手
の
指
導
、

育
成
が
必
要
で
方
策
を
検
討

す
る
。

危
険
は
す
ぐ
そ
ば
ま
で

問 

有
害
鳥
獣
対
策
で
、
電

気
柵
や
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ

柵
で
餌
場
を
な
く
し
た
鳥
獣

は
人
家
、
通
学
路
等
に
出
没

し
人
的
被
害
の
可
能
性
は
な

い
の
か
。

人
身
被
害
危
惧

答 

町
長　

電
気
柵
ワ
イ
ヤ

ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
の
効
果
は
大

き
い
が
、
被
害
場
所
が
隣
に

移
動
す
る
だ
け
で
防
御
は
難

し
い
。
人
身
被
害
も
可
能
性

が
あ
り
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
、
警
戒
し
て
い
く
。
有
害

鳥
獣
を
減
ら
す
対
策
が
必
要

で
あ
る
。

捕
獲
数
計
画
の
達
成
を

問 

大
崎
町
鳥
獣
被
害
計
画

で
は
、
令
和
３
年
か
ら
令
和

５
年
ま
で
毎
年
イ
ノ
シ
シ
を

３
０
０
頭
捕
獲
駆
除
す
る
計

画
で
あ
っ
た
が
達
成
さ
れ
て
い

な
い
。
計
画
頭
数
が
駆
除
で

き
る
よ
う
施
策
を
検
討
せ
よ
。

真
剣
に
考
え
取
り
組
む

答 

町
長　

被
害
対
策
協
議

会
や
鳥
獣
被
害
対
策
協
議
会

と
い
っ
た
も
の
を
作
り
上
げ
、

み
ん
な
で
退
治
、
対
応
し
て

い
く
考
え
方
が
あ
る
。

　

先
進
事
例
を
参
考
に
計
画

に
活
か
し
て
い
く
。

有
害
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
を
示
せ

先
進
事
例
を
計
画
に
活
か
す

タヌキの病気が牛に発症した事例

民家のそばにイノシシ出没（永吉地区）

草原　正和 議員

○　おおさき議会だよりNo.17013



問 

不
登
校
対
策
等
と
し
て

公
的
機
関
が
関
与
し
た
教
育

支
援
セ
ン
タ
ー
（
適※※

応
指
導

教
室
）
の
町
内
設
置
を
行
う

べ
き
。

支
援
の
拡
充
を
は
か
る

答 

町
長　

全
国
の
不
登
校

児
は
10
年
連
続
で
増
加
し
、

本
町
は
、
小
学
校
３
名
、
中

学
校
15
名
い
る
。
支
援
の
拡

充
を
は
か
る
必
要
が
あ
る
。

教
育
長　
全
て
の
子
ど
も
た

ち
の
多
様
な
学
び
の
場
の
保

障
・
確
保
が
大
き
な
課
題
で
、

公
的
な
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

開
設
に
向
け
検
討
を
進
め
る
。

学
び
の
支
援
は
十
分
か

問 

障
が
い
児
支
援
・
不
登

校
対
策
等
を
含
む
学
び
の
支

援
は
十
分
か
。

十
分
な
対
策
と
思
っ
て
い
な
い

答 

町
長　

本
年
開
設
さ
れ

た
民
間
事
業
所「
は
ぐ
は
ぐ
」

も
既
に
い
っ
ぱ
い
で
、
近
隣

事
業
所
を
案
内
し
て
お
り
十

分
で
は
な
い
、
さ
ら
な
る
対

策
の
必
要
性
が
あ
る
。

児
童
虐
待
の
認
識
と
対
応
は

問 

児
童
虐
待・ネ
グ
レ
ク
ト・

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
等
の
現
況

認
識
と
対
応
は
ど
う
か
。

対
象
家
庭
が
あ
る
と
認
識

答 

町
長　

虐
待
等
の
情
報

は
、
要
保
護
児
童
対
策
地
域

協
議
会
や
地
域
住
民
か
ら
情

報
提
供
さ
れ
対
象
と
な
る
家

庭
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

保
健
福
祉
課
長　
対
応
は
個

別
に
進
め
、
緊
急
時
は
児
童

相
談
所
と
連
携
し
一
時
保
護

等
を
と
っ
て
い
る
。

い
じ
め
の
現
況
と
対
応
は

問 

全
国
公
立
小
中
高
の
い
じ

め
認
知
件
数
は
10
・
８
％
増

の
68
万
１
９
４
８
件
で
あ
る
。

本
町
の
現
状
と
対
応
は
。

早
急
な
対
応
を
進
め
る

答 

町
長　

い
じ
め
問
題
は

な
か
な
か
表
面
に
出
て
こ
な

い
、
早
期
に
把
握
・
解
決
す

る
協
議
を
教
育
長
と
進
め
る
。

教
育
長　

い
じ
め
認
知
は
、

令
和
５
年
11
月
現
在
で
小
学

校
１
３
１
件
・
中
学
校
39
件

で
年
々
増
え
、
対
応
は
各
校

で
学
校
い
じ
め
防
止
基
本
方

針
を
策
定
し
進
め
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
況
は

問 

法
改
正
に
よ
る
本
町
の
対

応
・
返
礼
品
の
不
正
問
題
に

対
す
る
認
識
・
基
金
積
み
立

て
が
約
57
億
円
と
増
加
し
て

い
る
が
予
算
の
使
い
道
は
。

大
規
模
改
修
の
原
資
等

答 

町
長　

制
度
改
正
で
、

返
礼
品
の
基
準
も
変
更
し
価

格
見
直
し
の
対
策
を
行
っ
た
。

　

産
地
偽
装
の
報
道
を
受
け

自
己
点
検
を
注
意
喚
起
・
他

自
治
体
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
等

を
参
考
に
し
、
予
算
は
将
来

的
な
大
規
模
改
修
の
原
資
も

考
え
あ
る
程
度
確
保
、
町
内

へ
の
移
住
定
住
を
含
め
た
雇

用
力
等
を
考
え
取
り
組
む
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は

問 

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

の
推
移
と
今
後
の
活
用
は
。

寄
附
額
約
４
億
５
千
万
円

答 

町
長　
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
の
活
用
に
つい
て
は
、
環

境
分
野
の
既
存
事
業
だ
け
で

な
く
、
町
の
課
題
解
決
に
直

結
す
る
分
野
も
取
り
組
む
。

適
応
指
導
教
室
の
設
置
を
求
め
る

開
設
に
向
け
た
検
討
を
進
め
る

※
適
応
指
導
教
室
と
は

　
教
育
委
員
会
及
び
首
長
部
局

が
設
置
・
運
営
す
る
不
登
校
児

童
生
徒
の
指
導
・
支
援
を
行
う

学
校
外
の
施
設

平田　慎一 議員

大崎町の虐待認識状況 （行政データを基に本人作成）

児童相談所＝相談通報件数 （虐待認定数）
（不登校や

生活苦）
令和 4 年 ８件 （４件）

令和 5 年 ６件 （４件）

個別
把握数

身体的
虐待

心理的
虐待

ネグレ
クト

性的
虐待

その他の
案件

令和 4 年 １件 ４件 ０件 ０件 19 件

令和 5 年 ４件 ８件 ５件 ０件 ７件

ふるさと納税・企業版ふるさと納税の推移
行政データを基に本人作成　　　　　　　　（単位：千円）

ふるさと
納税額

うち町に
入る税収

企業版ふる
さと納税額

寄附
企業数

令和２年 4,981,014 1,882,265
令和３年 4,385,145 1,509,913 346,990 13社
令和４年 4,179,434 1,710,212 78,625 10社
令和５年 30,000 ６社

計 13,545,593 5,102,390 455,615 29社
令和６年１月15日現在
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問 

本
町
の
グ※※

リ
ー
ン
購
入

法
及
び
環
境
配
慮
契
約
法
に

基
づ
い
た
公
共
調
達
の
状
況

は
。

紙
類
と
文
具
類
の一部
で
基

づ
い
た
調
達
を
し
て
い
る

答 

総
務
課
長　

毎
年
町
内

事
業
者
と
契
約
し
て
い
る
特

定
事
務
用
品
の
仕
様
書
の
中

で
、
グ
リ
ー
ン
購
入
法
に
適

合
し
た
物
品
選
定
を
盛
り
込

ん
で
い
る
。
令
和
５
年
度
契

約
に
お
い
て
は
、
紙
類
と
、

文
具
類
44
品
目
中
33
品
目
の

適
合
商
品
が
あ
る
。

今
後
の
調
達
方
針
は

問 

今
後
調
達
方
針
を
策
定

し
て
い
く
可
能
性
は
あ
る
の

か
。

各
課
の
進
捗
に
基
づ
き
調
達

方
針
を
策
定
し
た
い

答 

町
長　

本
年
２
月
に
改

定
し
た
大
崎
町
地
球
温
暖
化

防
止
活
動
実
行
計
画
事
務
事

業
編
で
は
グ
リ
ー
ン
購
入
に

基
づ
い
た
調
達
推
進
を
盛
り

込
ん
で
お
り
、
今
後
各
課
に

て
進
捗
状
況
の
評
価
を
行
う

予
定
。
結
果
に
基
づ
き
、
分

別
が
容
易
な
も
の
や
リ
ユ
ー

ス
品
、
地
域
内
の
製
品
等
を

優
先
調
達
す
る
方
針
も
策
定

し
た
い
。

町
内
事
業
者
の
巻
き
込
み

の
可
能
性
は
ど
う
か

問 

地
域
を
巻
き
込
む
た
め

に
、
グ
リ
ー
ン
購
入
を
実
践

さ
れ
て
い
る
優
良
事
業
者
等

を
町
独
自
に
表
彰
す
る
の
は

ど
う
か
。

事
業
者
と
の
協
定
締
結
や
表

彰
な
ど
も
検
討
し
た
い

答 

町
長　

優
良
事
業
者
等

と
は
協
定
等
を
結
び
な
が
ら

さ
ら
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、

成
果
を
見
な
が
ら
表
彰
も
検

討
し
た
い
。

職
員
の
働
く
環
境
は
ど
う
か

問 

職
員
の
働
き
方
に
お
い

て
、
高
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て

い
る
職
員
は
ど
の
程
度
い
る

か
。

一
定
数
の
高
ス
ト
レ
ス
を

抱
え
る
職
員
が
い
る

答 

町
長　

毎
年
大
体
20
名

強
の
職
員
が
高
ス
ト
レ
ス
を

抱
え
て
い
る
。

行
動
計
画
の
進
捗
は
ど
う
か

問 

令
和
2
年
4
月
策
定
の

大
崎
町
特
定
事
業
主
行
動
計

画
の
後
期
計
画
に
お
い
て
、

良
好
な
職
場
環
境
づ
く
り
に

向
け
て
と
ら
れ
た
行
動
は
人

事
評
価
へ
の
反
映
を
行
う
と

い
う
表
記
が
あ
る
が
進
捗
は

ど
う
か
。

人
事
評
価
等
へ
の
反
映
は

未
実
施

答 

総
務
課
長　

現
時
点
で

は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
の
が

現
状
。
本
年
度
試
験
的
に
取

り
組
み
、
来
年
度
か
ら
本
格

的
に
取
り
組
み
た
い
。

職
員
満
足
度
調
査
の
実
施

を
求
め
る

問 

状
況
改
善
の
た
め
に
職

員
満
足
度
調
査
の
実
施
と
働

き
方
改
革
を
推
進
す
る
モ
デ

ル
部
署
の
設
置
が
で
き
な
い

か
。

検
討
し
た
い

答 

町
長　

職
員
相
互
間
の

サ
ポ
ー
ト
体
制
構
築
も
含
め

て
で
き
る
か
検
討
し
た
い
。

グ
リ
ー
ン
購
入
法
に
基
づ
い
た

公
共
調
達
の
推
進
を
す
べ
き

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
を
推
進
す
る
本
町
と
し
て
は

取
り
組
む
必
要
が
あ
る

グリーン購入法適合商品

※
グ
リ
ー
ン
購
入
法
と
は
、
環

境
へ
の
負
荷
が
で
き
る
だ
け
少

な
い
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
購
入

を
推
進
す
る
法
律
。

本町職員のストレスチェックの結果（会計年度任用職員含む）

計画 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度
職員の

健康リスク 82 79 80

高ストレス
者数

令和2年度職員
204 名のうち

24名
（12％）

令和3年度職員
207名のうち

20名
（10％）

令和4年度職員
213名のうち

24名
（11％）

全国の標準
団体の平均を
100としている（ ）

（ ）括弧内は割合。
令和 3年度の
全国平均：10％

全国平均と比較
して約２割程
リスクが低い。

全国平均と
変わらないが、

ここ３年間
変わらない。

藤田　香澄 議員
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大分県豊後高田市　 「学びの21世紀塾」「寺子屋クラブ」「移住・定住政策」
福 岡 県 香 春 町　 「採銅所地域コミュニティ協議会」

研
修
成
果
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し
ま
す

研
修
成
果
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し
ま
す

　
11
月
20
日
21
日
22
日
の
3

日
間
九
州
内
の
優
れ
た
政
策

を
実
施
し
て
い
る
二
つ
の
市

町
を
研
修
い
た
し
ま
し
た
。

　
議
員
そ
れ
ぞ
れ
が
、
研
修

先
で
は
、
今
後
町
の
政
策
に

反
映
さ
せ
る
べ
く
、
そ
れ
ぞ

れ
の
視
点
で
受
け
入
れ
市
町

担
当
者
と
意
見
交
換
、
現
場

の
実
態
を
視
察
い
た
し
ま
し

た
。

私 の 着 眼 点 は こ こ私 の 着 眼 点 は こ こ

　全国トップレベルの子育て
教育支援・学びの 21 世紀塾
の取り組みによる、大分県内
17年連続トップクラスの学力と
スポーツを両立、特に学習サ
ポートが充実している。
　移住・定住施策による住み
たい田舎 11 年連続ベスト３で
ある。本町も成功事例を参考
に子どもたちの未来のため政
策立案し実行すべきと考える。

平田 慎一議員

　豊後高田市教育委員会は、
学力低下への懸念、学習環境
の確保から、平成 14 年「学
びの 21 世紀塾」の誕生に取
り組み、成績も向上している。 
　また、移住定住施策につい
ては、2 年前にアンケート調査
をし、今するのは人口増であ
り定住は市有地を中心に進め
ているとのことでした。

宮本 昭一議員

　２００２年からのゆとり教育
により、学校の週休２日制移
行に対する保護者の不安の声
から、行政で土曜授業を提供
したのが始まり。
　以降 20 年続いている。大
崎町の学校教育も保護者や児
童生徒の声で方針は変えられ
る！

藤田 香澄議員

　私は、福岡県香春町の採銅
所地域コミュニティ協議会の
取り組みが勉強になった。
　香春町の高齢化率が 42％
なのに、全体でワークショップ
をして、いろいろな世代の意
見を出し、地域の課題を一つ
一つ解決するところがすごい。
　大崎町は、集落活動ができ
ない所が地域コミュニティの事
業に取り組むべきと思う。

神﨑 文男議員

　福岡県香春町採銅所コミュ
ニティ協議会は、「一人ひとり
が地域の主役」という理念の
もとに立ち上げられたとのこ
と。地域のさまざまな人材の
活用や、それぞれが何らかの
形で地域に関わることの大切
さを学びました。 中倉 広文議員

採銅所地域コミュニティ協議会（香春町）

寺子屋クラブで教職員による指導（豊後高田市）
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大分県豊後高田市　 「学びの21世紀塾」「寺子屋クラブ」「移住・定住政策」
福 岡 県 香 春 町　 「採銅所地域コミュニティ協議会」RReporteport

九州内視察研修 私 の 着 眼 点 は こ こ私 の 着 眼 点 は こ こ
　採銅所地域コミュニティ協
議会を訪ねて、地域の過疎、
衰退化の危機に常にアグレッ
シブに取り組む態度に感銘を
うけました。「餅は揉むほど丸
くなる！」自治体、校区、住
民が、課題と展望を自分達の
問題として、真剣に取り組ん
で得た姿を、本町に伝えたい
と思いました。

岡元 修一議員

　豊後高田市は、空き家バン
ク利用登録者の就労状況が一
つは人口増の要因である。
　住みたい町連続ベスト３で、
工業団地があり、就職・被雇
用が 60％。自営・起業が 10％
であり、就労状況が本町と違
うところである。住みたい町は、
働く場所がまずあることがま
ずポイントではなかろうか。

稲留 光晴議員

　全国トップレベルの子育て
支援に感動。「学びの 21 世紀
塾」にはプロ教師の責務とし
た教職員の支援者協力体制の
充実。市民自らの支援活動が
実施されていた。妊産婦への
支援制度の充実、特別支援教
育講座の充実。 中山 美幸議員

　少子高齢化の到来は、空地・
空き家問題にとどまらず、特に

「子ども、子育て支援」や移
住定住施策において自治体間
の知恵比べの時代に入ってい
ます。豊後高田市における取
り組みを参考に大崎町版の異
次元の発想と取り組みが求め
られています。

富重 幸博議員

　なぜそこに人が集まるのか。
なぜその地域は盛り上がって
いるのかに着目しました。そこ
には子どもたちの笑顔があり
地域で子どもを育てる。子ど
もを育てるなら「ここでしょ」っ
て空気が流れていました。大
崎町もそんな町に。 草原 正和議員

　無料で豊後高田市が運営し
多様な学びの取組を行う「21
世紀塾」、退職教師や塾の講
師・市民の方などが先生となっ
ている点や、市内の中学校は、
毎週水曜日は部活を休みと
し、放課後、授業の復習をし
ている点が参考となった。 児玉 孝德議員

　豊後高田市は、手厚い支援
策で移住希望者を引きつけ、
９年連続で人口増加を達成し
ている。本町においても、移
住希望者のニーズを的確に捉
え、より一層充実した移住支
援金制度を構築し、人口増加
に繋げることが重要だと実感
した。

吉原 信雄議員

学びの 21世紀塾（豊後高田市）

○　おおさき議会だよりNo.17017
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新
春
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
ず
、
元
日
早
々
に
発
生
し
た
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
、

被
災
さ
れ
た
地
域
の
皆
様
の
一
日
も
早
い
復
旧
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
を
振
り
返
る
と
、
５
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
症
法
上
の
位
置
付
け
が
５
類
感
染
症
に
移
行
し
、
か
つ
て

の
に
ぎ
わ
い
が
徐
々
に
戻
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、昨
年
か
ら
議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
「
タ

ブ
レ
ッ
ト
導
入
に
向
け
た
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
議
会
に
お
け

る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
に
向
け
て
検
討
を
重
ね
て
参
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
度
か
ら
、
本
格
的
に
導
入
し
、
議

会
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
効
率
的
か
つ
円
滑
な
議
会
運
営
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
動
画
配
信
サ
イ
ト
「
ユ
ー
チ
ュ

ー
ブ
」
に
よ
る
議
会
中
継
の
映
像
配
信
の
充
実
を
は
か
っ
て
参
り
ま

す
。
こ
れ
ら
を
機
会
に
、
町
民
の
皆
様
に
少
し
で
も
議
会
を
身
近
な

も
の
と
し
て
感
じ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
私
た
ち
議
会
は
、町
民
代
表
の
議
事
機
関
と
し
て
、人
口
減
少
問
題
、

防
災
・
減
災
、
地
域
活
性
化
策
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し
て

政
策
提
言
等
を
行
い
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。
最
後
に
、
町
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

大
　
崎
　
町
　
議
　
会

新年明けましておめでとうございます
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平
田
議
員

　

大
崎
町
に
移
住
さ
れ
た
き
っ
か

　

大
崎
町
に
移
住
さ
れ
た
き
っ
か

け
は
。

け
は
。

坂
口
さ
ん

　

両
親
が
志
布
志
市
で
ピ
ー
マ
ン

　

両
親
が
志
布
志
市
で
ピ
ー
マ
ン

を
栽
培
し
て
い
た
関
係
で
、

を
栽
培
し
て
い
た
関
係
で
、
2020
代代

前
半
の
時
に
、
京
都
府
か
ら
Ｉ

前
半
の
時
に
、
京
都
府
か
ら
Ｉ

タ
ー
ン
し
、
志
布
志
市
で
就
農
し

タ
ー
ン
し
、
志
布
志
市
で
就
農
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
妻
の
出
身
地

ま
し
た
。
そ
の
後
、
妻
の
出
身
地

大
崎
町
に
移
住
し
、
現
在
も
志
布

大
崎
町
に
移
住
し
、
現
在
も
志
布

志
市
で
ピ
ー
マ
ン
を
栽
培
し
て
い

志
市
で
ピ
ー
マ
ン
を
栽
培
し
て
い

ま
す
。

ま
す
。

平
田
議
員　　

　　

大
崎
町
に
ラ
グ
ビ
ー
を
で
き
る

大
崎
町
に
ラ
グ
ビ
ー
を
で
き
る

環
境
を
つ
く
っ
た
経
緯
は
。

環
境
を
つ
く
っ
た
経
緯
は
。

坂
口
さ
ん

　

鹿
屋
市
の
小
・
中
学
生
の
ラ
グ

　

鹿
屋
市
の
小
・
中
学
生
の
ラ
グ

ビ
ー
チ
ー
ム
コ
ー
チ
に
数
年
携

ビ
ー
チ
ー
ム
コ
ー
チ
に
数
年
携

わ
っ
て
い
ま
し
た
。
ふ
と
、
私
は

わ
っ
て
い
ま
し
た
。
ふ
と
、
私
は

大
崎
の
人
間
な
の
に
、
何
で
大
崎

大
崎
の
人
間
な
の
に
、
何
で
大
崎

で
ラ
グ
ビ
ー
を
や
ら
な
い
ん
だ
ろ

で
ラ
グ
ビ
ー
を
や
ら
な
い
ん
だ
ろ

う
と
思
っ
た
ん
で
す
。
最
高
の
天

う
と
思
っ
た
ん
で
す
。
最
高
の
天

然
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
あ
る
の
に
と

然
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
あ
る
の
に
と

い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
な
思
い
か
ら
、
大
崎
町
で
ラ

よ
う
な
思
い
か
ら
、
大
崎
町
で
ラ

グ
ビ
ー
を
で
き
る
環
境
を
つ
く
る

グ
ビ
ー
を
で
き
る
環
境
を
つ
く
る

た
め
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

た
め
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
で
寄
附
を

デ
ィ
ン
グ
で
寄
附
を

募
り
、
遠
く

募
り
、
遠
く

は
ニュ
ー

は
ニュ
ー

ジ
ー
ラ

ジ
ー
ラ

ン
ド
な

ン
ド
な

ど
、
ど
、

多
く
の
方
に
寄
附
を
い

多
く
の
方
に
寄
附
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

た
だ
き
ま
し
た
。

　

周
囲
か
ら
は
、
資
金

　

周
囲
か
ら
は
、
資
金

面
等
行
政
を
頼
っ
た
方
が
良
い
と

面
等
行
政
を
頼
っ
た
方
が
良
い
と

い
う
意
見
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、

い
う
意
見
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、

行
政
に
は
頼
ら
ず
挑
戦
し
ま
し

行
政
に
は
頼
ら
ず
挑
戦
し
ま
し

た
。
た
。

　

ポ
ー
ル
も
知
人

　

ポ
ー
ル
も
知
人

か
ら
頂
き
、
さ
ま

か
ら
頂
き
、
さ
ま

ざ
ま
な
経
緯
を
経

ざ
ま
な
経
緯
を
経

て
、
大
崎
町
中
央
運
動
公

て
、
大
崎
町
中
央
運
動
公

園
内
に
ラ
グ
ビ
ー
を
で

園
内
に
ラ
グ
ビ
ー
を
で

き
る
環
境
を
つ
く
る
こ

き
る
環
境
を
つ
く
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

と
が
で
き
ま
し
た
。

平
田
議
員　　

　

よ
う
や
く
こ
け
ら
落
と
し
記
念

　

よ
う
や
く
こ
け
ら
落
と
し
記
念

大
会
に
こ
ぎ
着
け
た
わ
け
で
す

大
会
に
こ
ぎ
着
け
た
わ
け
で
す

ね
。
ね
。

坂
口
さ
ん

　

令
和
５
年
６
月

　

令
和
５
年
６
月
1111
日
、
日
、

全
国
大
会
の
強
豪
、
母
校

全
国
大
会
の
強
豪
、
母
校

の
京
都
成
章
高
校
を
招

の
京
都
成
章
高
校
を
招

い
て
、
鹿
児
島
県
代
表
と

い
て
、
鹿
児
島
県
代
表
と

の
練
習
試
合
を
行
い
ま
し
た
。
大

の
練
習
試
合
を
行
い
ま
し
た
。
大

雨
の
中
で
し
た
が
、
ラ
グ
ビ
ー
の

雨
の
中
で
し
た
が
、
ラ
グ
ビ
ー
の

迫
力
あ
る
試
合
を
、
多
く
の
住
民

迫
力
あ
る
試
合
を
、
多
く
の
住
民

の
方
に
観
戦
し
て
い
た
だ
い
た
こ

の
方
に
観
戦
し
て
い
た
だ
い
た
こ

と
に
心
を
震
わ
せ
ま
し
た
。

と
に
心
を
震
わ
せ
ま
し
た
。

平
田
議
員

　

ラ
グ
ビ
ー
の
楽
し
さ
、
ま
た
今

　

ラ
グ
ビ
ー
の
楽
し
さ
、
ま
た
今

後
の
展
望
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

後
の
展
望
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

坂
口
さ
ん

　

ラ
グ
ビ
ー
の
楽
し
さ
は
、

　

ラ
グ
ビ
ー
の
楽
し
さ
は
、
激
戦
激
戦

に
な
っ
て
も
試
合
が
終
わ
っ
た

に
な
っ
て
も
試
合
が
終
わ
っ
た

ら
、
敵
も
味
方
も
な
く
お
互
い
を

ら
、
敵
も
味
方
も
な
く
お
互
い
を

尊
重
す
る
「
ノ
ー
サ
イ
ド
」
の
精

尊
重
す
る
「
ノ
ー
サ
イ
ド
」
の
精

神神
で
す
。
終
わ
っ
た
ら
み
ん
な
仲

で
す
。
終
わ
っ
た
ら
み
ん
な
仲

間
み
た
い
な
感
じ
で
す
ね
。

間
み
た
い
な
感
じ
で
す
ね
。

　

ま
た
、ゆ
く
ゆ
く
は
、ラ
グ
ビ
ー

　

ま
た
、ゆ
く
ゆ
く
は
、ラ
グ
ビ
ー

の
合
宿
地
と
し
て
日
本
全
国
か
ら

の
合
宿
地
と
し
て
日
本
全
国
か
ら

多
く
の
ラ
グ
ビ
ー
選
手
を
大
崎
町

多
く
の
ラ
グ
ビ
ー
選
手
を
大
崎
町

に
誘
致
し
、
ラ
グ
ビ
ー
の
持
つ
楽

に
誘
致
し
、
ラ
グ
ビ
ー
の
持
つ
楽

し
さ
を
多
く
の
人
に
伝
え
る
仕
組

し
さ
を
多
く
の
人
に
伝
え
る
仕
組

み
を
つ
く
っ
て
い
け
る
よ
う
に
頑

み
を
つ
く
っ
て
い
け
る
よ
う
に
頑

張
り
た
い
で
す
。

張
り
た
い
で
す
。

ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会

ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会

坂坂さ
か
さ
か

口口ぐ
ち
ぐ
ち

晃晃こ
う
こ
う

大大だ
い
だ
い

さ
ん
に
聞
き
ま
し
た

さ
ん
に
聞
き
ま
し
た

ラグビーで街にラグビーで街に
にぎわいを！にぎわいを！

「
ノ
ー
サ
イ
ド
」の
精
神
で
町
を
盛
り
上
げ
た
い

「
ノ
ー
サ
イ
ド
」の
精
神
で
町
を
盛
り
上
げ
た
い

　　京都府生まれ、41歳
京都成章高校ラグビー部出身、

現在：大崎町仮宿在住・会長兼監督

タグラグビーをタグラグビーを
楽しむ子どもたち　楽しむ子どもたち　
現在団員募集中現在団員募集中

大崎町ラグビーフットボール協会
Beach Wave Osaki

坂
さか

口
ぐち

　晃
こう

大
だい

　さん
広報広聴常任委員会委員

平
ひら

田
た

　慎
しん

一
いち

　議員

○　おおさき議会だよりNo.17019



町
民
の
広
場

編
　 

集
　 

後
　 

記

発
行
責
任
者

大
崎
町
議
会
議
長　

富
重　

幸
博

　

寒
桜
が
咲
き
誇
る
季
節
。
厳
し

い
冷
え
込
み
の
な
か
で
、
淡
い
ピ
ン

ク
の
花
が
咲
き
誇
り
、
春
の
訪
れ

を
予
感
さ
せ
ま
す
。

　

地
域
の
様
々
な
出
来
事
や
取
り

組
み
、
そ
し
て
町
民
の
声
に
耳
を
傾

け
な
が
ら
、よ
り
良
い
大
崎
町
を
築

い
て
い
く
た
め
の
情
報
を
お
届
け
し

て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
12
月
議
会
で
は
町
の
予

算
や
地
域
の
施
策
な
ど
、
皆
さ
ん
の

生
活
に
密
接
に
関
わ
る
重
要
な
事

柄
に
つい
て
真
剣
に
向
き
合
い
、
良

い
方
向
へ
進
む
た
め
の
方
策
を
検
討

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

皆
さ
ま
の
ご
意
見
や
ご
要
望
に
真
摯

に
向
き
合
い
、
大
崎
町
を
よ
り
良

い
町
に
す
る
た
め
に
、
議
員
一
同
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。（
中
山
美
幸
）

　
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　

委
員
長　

吉
原　

信
雄

　

副
委
員
長　

岡
元　

修
一

　

委　
　

員　

中
山　

美
幸

　

委　
　

員　

中
倉　

広
文

　

委　
　

員　

平
田　

慎
一

　

委　
　

員　

草
原　

正
和

　

昨
年
、
前
分
館
長
の
岡

元
さ
ん
よ
り
持
留
分
館
長

を
引
き
継
ぎ
一
年
近
く
に

な
り
ま
す
。
私
は
中
学
校

を
卒
業
し
て
か
ら
６
年
前

に
帰
っ
て
く
る
ま
で
、
約

40
年
間
地
元
に
住
ん
で
い

な
か
っ
た
た
め
に
何
も
分

か
ら
ず
不
安
は
あ
り
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
実
際
活
動
を

し
て
み
る
と
各
分
館
長
の

方
、
役
場
の
方
々
や
そ
し

て
地
元
の
人
達
に
本
当
に

親
切
に
色
々
と
ア
ド
バ
イ

ス
を
し
て
も
ら
い
楽
し
く

こ
こ
ま
で
き
ま
し
た
。
今

ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
中
止
さ
れ
て
い
た
イ
ベ

ン
ト
や
催
し
物
も
、
昨
年

５
月
に
コ
ロ
ナ
も
第
５

類
に
移
行
し
た
た
め
に
、

徐
々
に
色
々
と
再
開
さ
れ

ま
し
た
。
持
留
分
館
も
４

年
ぶ
り
の
さ
く
ら
さ
く
ら

ま
つ
り
の
開
催
で
大
い
に

盛
り
上
が
り
、
ま
た
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
え
ん

が
わ
カ
ー
リ
ン
グ
大
会
等

で
地
域
の
世
代
間
交
流
と

活
性
化
が
久
し
ぶ
り
に
で

き
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
か
ご
し
ま
国
体

で
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
や
ド
ッ

ジ
ボ
ー
ル
大
会
も
大
崎
町

で
開
催
さ
れ
盛
り
上
が
り
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
は

黒
丸
正
昭
さ
ん
が
鹿
児
島

県
代
表
と
し
て
出
場
さ
れ

全
国
５
位
入
賞
は
勇
気
と

希
望
を
与
え
て
も
ら
い
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
新
型
コ

ロ
ナ
以
降
久
し
ぶ
り
の
明

る
い
年
に
な
っ
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。

　

さ
て
、
今
後
の
課
題
と

し
て
少
子
高
齢
化
問
題
は

深
刻
な
状
況
に
あ
る
中
、

若
い
世
代
の
自
治
公
民
館

加
入
率
低
下
で
地
域
役
員

の
高
齢
化
が
顕
著
に
な
っ

て
お
り
、
若
い
世
代
の
役

員
の
な
り
手
不
足
で
世
代

を
超
え
た
話
し
合
い
の
場

を
持
ち
づ
ら
い
状
況
が
あ

り
ま
す
。

　

今
後
は
人
と
人
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
し
た
地
域

活
性
化
が
必
要
で
あ
り
、

お
互
い
を
助
け
あ
う
新
し

い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。

　

分
館
活
動
を
通
じ
て
こ

の
よ
う
な
課
題
に
取
り
組

み
、
高
齢
者
と
子
ど
も
を

持
つ
若
い
世
代
の
方
々
が

住
み
や
す
い
大
崎
町
に
な

る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

私
の
想
い

私
の
想
い

分
館
長
一
年
間
を
振
り
返
り

持留公民分館長
枦�山　章�二

えんがわカーリング（持留小体育館）
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